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毎月18日は「３食ごはんの日」
よく遊び、よく学び、３食欠かさず栄養補給

 

今年も食農体験講座「あぐり親子うきうきクラブ」が開講しました

全農共同購入コンバイン出発式
　　　　　　　　　　　　　…２

あぐり親子うきうきクラブ開講
　　　　　　　　　　　　　…３

　JAしもつけでは、組合員の皆さまとの積極的な対話活動に取り組んでいます。
　JAに関することや日々のくらしや営農のことなど、職員が広報誌をお届けに
伺った際は、お気軽にお話しください。

６
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共
同
購
入
農
機
の
販
売
は
、

大
型
、
中
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
続

き
、
第
３
弾
と
な
る
今
回
初
め

て
コ
ン
バ
イ
ン
を
扱
い
ま
し

た
。

　

生
産
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

や
聞
き
取
り
な
ど
「
約
７
，

３
０
０
名
の
生
産
者
の
声
を
集

め
」
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
機
能
を

厳
選
し
て
開
発
・
製
造
し
ま
し

た
。

　

同
機
は
、
す
で
に
１
月
か
ら

受
注
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
約

３
年
間
で
取
り
扱
い
台
数
全
国

１
，
３
５
０
台
、
栃
木
県
内
で

は
１
０
０
台
を
目
指
し
ま
す
。

共同購入コンバインを購入した毛塚裕保さん（左）と篠原正道さん

特集

生
産
者
の
声
を
集
め
て
開
発

共
同
購
入
コ
ン
バ
イ
ン
が
生
産
現
場
に
向
け
て
出
発

　

Ｊ
Ａ
全
農
と
ち
ぎ
は
５
月
９
日
、
し
も
つ
け
広
域
農
機
セ
ン
タ
ー
で
２
０
２
４
年
度
「
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
栃
木
共
同
コ
ン
バ
イ
ン
出
発
式
」
を
開
き
ま
し
た
。
１
号
機
を
購
入
し
た
生
産
者
２
名
を

は
じ
め
、
全
農
と
ち
ぎ
、
Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
、
開
発
に
携
わ
っ
た
農
機
メ
ー
カ
ー
「
ヤ
ン
マ
ー
」
の

関
係
者
ら
が
出
席
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
を
行
い
、
コ
ン
バ
イ
ン
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

低価格とニーズに合った機能を厳選し
ヤンマーが開発・製造

共同購入コンバインデータ

４条刈り50馬力。車体水平制御や常時駆動方式（Ｓ
ＤＳ）などの機能を備える。一括受注により製造コ
ストの削減を実現。同程度の機能を持つ現行機と比
べ、約15～18％の価格の引き下げを実現した。

しもつけ ₂



　

食
農
体
験
講
座
「
あ
ぐ
り
親
子
う
き
う
き
ク
ラ
ブ
」
の
２
０
２
４
年
度
活

動
が
５
月
11
日
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
事
前
に
参
加
登
録
し

た
管
内
栃
木
市
・
壬
生
町
在
住
の
親
子
27
組
71
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
初
回
と

な
る
今
回
は
、
開
講
式
を
兼
ね
て
、
サ
ツ
マ
イ
モ
苗
の
定
植
体
験
と
イ
チ
ゴ

の
収
穫
体
験
を
行
い
、
食
や
農
業
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。
な
お
、

Ｊ
Ａ
共
済
「
地
域
貢
献
活
動
」
の
助
成
を
活
用
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

同講座は、ＪＡグループが進める「ＪＡくらしの活動」
の一環として、２０１０年から毎年開催しています。
地域の親子が、地元の農産物や農業に触れることで、
農業や食の大切さなどを知ってもらうことが目的です。

初回の活動はサツマイモ苗定植と
イチゴの収穫を体験

シモンちゃんの
ミニ カメラレポート

シモンちゃん

楽しく学んでおいしく体験

食
農
体
験
講
座

　
「
あ
ぐ
り
親
子
う
き
う
き
ク
ラ
ブ
」
開
講

特集

上手に植えられたね

おいしそうなイチゴ見つけたよ

みんなそろって楽しく作業

しもつけ₃



　

新
規
栽
培
者
の
育
成
と
安
全
・
安
心
で
高
品
質
な
ナ

ス
生
産
を
目
的
に
、
Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
ナ
ス
部
会
で
は
14

年
前
か
ら
、
夏
秋
ナ
ス
新
規
栽
培
者
講
習
会
を
毎
年
開

催
し
続
け
て
い
ま
す
。
４
月
17
日
、
都
賀
地
区
の
青
木

榮
二
元
部
会
長
の
ほ
場
で
、
今
年
度
初
回
と
な
る
講
習

会
を
開
催
。
今
後
の
予
定
者
を
含
む
新
規
栽
培
者
、
部

会
員
、
Ｊ
Ａ
職
員
ら
17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
初
回
と

な
る
今
回
は
①
定
植
の
手
順
②
今
後
の
栽
培
管
理
③
食

の
安
全
・
安
心
に
向
け
た
取
り
組
み
―
以
上
３
点
を
中

心
に
学
び
ま
し
た
。

　

今
後
、
６
月
末
ま
で
に
年
間
３
回
の
講
座
を
受
け
、

時
期
ご
と
に
必
要
と
な
る
作
業
や
栽
培
管
理
の
手
順
、

ポ
イ
ン
ト
を
身
に
着
け
ま
す
。

青木元部会長の説明に聴き入る参加者ら

　

今
年
産
の
キ
ヌ
サ
ヤ
の
出
荷
が
４
月
上
旬
に
始
ま
り
、
グ

リ
ー
ン
ピ
ー
ス
の
出
荷
が
５
月
上
旬
か
ら
始
ま
っ
た
の
に
合

わ
せ
、
Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
藤
岡
キ
ヌ
サ
ヤ
部
会
は
４
月
23
日
、

藤
岡
地
区
で
目
ぞ
ろ
え
会
を
開
き
ま
し
た
。
部
会
員
、
市
場

関
係
者
、
Ｊ
Ａ
職
員
ら
13
人
が
参
加
。
今
後
、
出
荷
が
本
格

化
す
る
の
に
向
け
て
、
出
荷
規
格
や
出
荷
時
の
留
意
事
項
を

再
確
認
し
ま
し
た
。

　

長
谷
川
光
男
部
会
長
は
「
今
年
産
は
、
冬
の
寒
さ
に
よ

り
、
初
出
荷
時
期
が
昨
年
よ
り
１
週
間
か
ら
10
日
ほ
ど
遅
く

な
っ
た
」
と
し
た
う
え
で
「
本
日
の
目
ぞ
ろ
え
会
で
、
し
っ

か
り
と
目
を
合
わ
せ
て
、
有
利
販
売
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

同
部
会
に
は
、
現
在
生
産
者
13
人
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
同
部
会
で
は
、
新
規
栽
培
者
を
随
時
募
集
中
で
、
毎

年
10
月
に
は
、
栽
培
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

キヌサヤ・グリーンピースのシーズン開始に合わせて目ぞろえ

ＪＡしもつけ藤岡キヌサヤ部会

目ぞろえ会に臨む部会員ら

新規栽培者に寄り添い安全・安心な栽培をサポート
夏秋ナス新規栽培者講習会を開催

ＪＡしもつけナス部会

しもつけ 4



営農最前線

　

岩
舟
町
静
和
梨
生
産
出
荷
組
合
は
５
月
８
日
、
同
地

区
で
「
摘
果
・
ピ
ン
チ
講
習
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
組
合

員
、
県
職
員
、
Ｊ
Ａ
職
員
ら
19
人
が
参
加
。
摘
果
や
芽

か
き
、
ピ
ン
チ
の
手
順
や
留
意
点
に
つ
い
て
、
再
確
認

し
ま
し
た
。

　

会
に
先
立
っ
て
の
あ
い
さ
つ
で
、
同
組
合
の
黒
田
英

昭
組
合
長
が
「
今
回
が
今
年
度
に
入
り
初
の
講
習
会
と

な
る
。
各
自
が
ポ
イ
ン
ト
を
再
確
認
し
て
、
よ
り
良
質

な
梨
栽
培
に
つ
な
げ
よ
う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
県
下
都
賀
農
業
振
興
事
務
所
経
営
普
及
部

い
ち
ご
園
芸
課
の
清
水
ひ
ば
り
技
師
が
務
め
ま
し
た
。

　

講
習
は
、
井
上
俊
男
生
産
技
術
部
長
の
ほ
場
を
使

い
、
実
際
に
摘
果
や
芽
か
き
、
ピ
ン
チ
の
作
業
を
す
る

こ
と
で
、
留
意
点
等
を
示
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
加

者
が
実
際
に
作
業
。
互
い
に
活
発
に
議
論
し
、
各
自
の

培
っ
た
経
験
に
基
づ
き
、
情
報
を
出
し
合
い
、
積
極
的

に
情
報
交
換
し
ま
し
た
。

講習に臨む参加者ら

　

「
（
株
）
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
し
も
つ
け
」
で
は
、
４
月

中
旬
か
ら
、
田
植
作
業
の
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
同
社
が
水
稲
を
作
付
け
す
る
面
積
は
、
地
域
内
か

ら
委
託
さ
れ
た
１
２
１
ｈ
ａ
（
水
稲
種
子
16
・
８
ｈ
ａ
を
含

む
）
。
品
種
は
「
と
ち
ぎ
の
星
」
一
品
種
で
、
常
時
８
条
の

田
植
機
２
台
を
駆
使
し
て
作
業
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

　

同
社
の
別
井
正
和
社
長
は
「
今
年
４
月
時
点
で
、
受
託
面

積
が
２
０
０
ｈ
ａ
を
超
え
た
。
今
後
も
、
役
員
を
含
め
た
14

人
の
社
員
で
、
こ
れ
ら
の
維
持
管
理
を
進
め
る
た
め
、
今
後

も
新
規
作
物
や
新
技
術
の
導
入
を
積
極
的
に
図
っ
て
い
き
た

い
。
そ
の
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
収
量
の
増
加
や
品
質
の
向
上

を
目
指
し
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

　

今
後
、
同
社
に
よ
る
田
植
作
業
は
、
60
ｈ
ａ
の
麦
収
穫
作

業
を
は
さ
み
、
６
月
下
旬
ご
ろ
ま
で
続
く
見
込
み
で
す
。

田植作業が最盛
（株）グリーンファームしもつけ

田植の作業に励むグリーンファームしもつけの社員

より良質な梨生産に向けて「摘果・ピンチ講習会」を開催

岩舟町静和梨生産出荷組合

しもつけ5



　都賀／Ｔ・Ｎさん／６２歳／女性
　30年前に、出産を機に退職した職場の後輩とコ
ロナ禍などを経て 10年ぶりに会いました。ランチ
のお店の予約を取ろうとお店に入ると、なんと退
職以来お会いしていなかった先輩と奇跡的に会う
ことができました。後輩と話が盛り上がり、楽し
い時間を過ごしました。

　退職後も、後輩の方と長年お付き合いがあるとは素
敵なことですね。さらに、ランチの予約を取りに行っ
たお店で先輩の方とお会いできたとは、なんとも不思
議なものがあるものですね。

出来上がった作品は、玄関横の応接室を改装し
た作業場に飾っています。普段、目につくとこ
ろに置くことで、反省点が見出され、次回の作
品の創作に活きるのだそうです。

都賀地区・松本 格さん（79）

木彫りの魅力にほれ込み
日々創作中

　都賀地区の松本格さん（79）の趣
味は「木彫り細工」です。

　木彫り細工との出会いは10年ほど前にさ
かのぼります。生前「日光彫」を趣味として
いた父親が他界し、彫刻刀などの道具が遺
品として残りました。「これらの道具を活用
して、何か作りたい」と思っていた矢先、父
親の代わりに務めた菩提寺の役員として活
動する中で、仏像制作を思い立ちました。地
元の木彫り細工の同好会に所属し、作品展な
どにも足しげく通うなどして研さんを続けま
した。その後「能面」や「版画」などにも創
作の幅を広げています。今までに手掛けた
作品は、約30点にのぼります。
　松本さんは「木彫り細工の醍醐味は、完成
した際の達成感と次の作品への創作意欲が
湧くこと」と強調したうえで「今後も、創作
を続けられるだけ続けて、少しでも上質な作
品を手掛けられるように、努めていきたい」
と意気込みを述べました。

　大平／Ｋ・Ｊさん／７０歳／女性
　25℃超えの日があるかと思いきや、肌寒い日もあり、身
体がついていけません。今年の夏も、猛暑になるのでしょ
うか。もうすでに、熱中症のニュースも聞こえてきます。
小学校の運動会も早い時期に開催したり、プールの授業も
水温・気温が基準以上になると中止にするとのことで、子
どもたちもがっかりして帰ってくることがあります。ひと
昔前では考えられない話ですね。

　確かに、年々気候の変化で夏の暑さが「厳しい」ものから「酷
い」ものに変化していくこのご時世ですから、ひと昔前では
思いもよらない社会の変化が出てくるものですね。

　このコーナーでおしゃべりをしませんか。農作業のこと、子育てのこと、介護のこと、
またＪＡについてのご意見など、今感じていることや思っていることをお便り下さい。　
（掲載できない場合もあります）

しもつけ ₆



　岩舟／Ｗ・Ｋさん／６７歳／女性
　年金友の会主催のグラウンド・ゴルフに参加しました。体調を崩し、仕事を辞め、何か一歩踏み出したいとの
思いから参加しましたが、皆さんの足手まといになってしまわないか心配でドキドキでしたが、優しく教えてい
ただき、楽しい時間を過ごすことができました。
　90歳以上の方が元気賞を受賞しているのを見て、私も 90歳くらいまで元気で過ごせたらいいなと思います。

　Ｗ・Ｋさん、このたびはグラウンド・ゴルフデビュー、大変お疲れさまでした。新しいことに挑戦することは、
とても勇気とエネルギーが必要ですよね。そして、目標とする人が見つかったことは、とても素晴らしい出会いで
すね。目標の実現に向けて、これからも元気に楽しくグラウンド・ゴルフをお続けください。

　栃木／Ｓ・Ｒさん／６５歳／女性
　暑くなり、草むしりをしても、またすぐ生えてしまいがっかりです。しかし、きれいな花が咲くのが楽しみで、
癒されます。

　きれいな花が咲くまでは、大変な手間暇が掛かりますが、草は何もしなくてもグングンと成長していき、なんと
も皮肉なものですね。しかし、だからこそ咲いた花の魅力がグンと引き立つのかも知れませんね。

　夫の昭夫さんは、18歳の時に就農して以来、米麦やニラを
栽培してきた、今年で農業歴60年を誇る大ベテラン。ＪＡし
もつけニラ部会の初代部会長を務めるなど、妻の晴江さんと
ともに、地域農業の最前線で尽力してきました。
　一昨年８月をもって、ニラの栽培から退いたことをきっかけ
に「何か頭を使う、新しいことを始めたい」という思いからパ
ソコンを習うことを決心。娘さんやお孫さんのサポートを受け
ながら、パソコン教室に通い始めました。　
　二人は「夫婦そろって教室に通ったので、互いに教え合い、
励まし合い、ここまで続けられたのだと思います」と振り返り
「今まで、農業に全力で取り組んできたので、これからは自分
たちの時間を大切にしたい。そのためにも、健康第一で、新し
いことに挑戦していきたい」と笑顔で話しました。

　栃木地区の米農家である荒川昭夫さん（78）と
妻の晴江さん（75）は、水稲３・５haを作付けす
る傍ら、昨年６月から新たに地元のパソコン教室
に通い始め、このほど無事に修了しました。

み ん ひ ろ 井 戸 端 会 議
ちょっと
　聞いてよ

パソコン操作学ぶ
農業一筋60年のベテラン農家
新たなスキル身に付け新たな一歩

今回習得したパソコン操作について、夫の
昭夫さんは趣味のグラウンド・ゴルフの資
料作成。大正琴を趣味として上級師範の資
格も持つ晴江さんは、大正琴教室の通知等
の作成に活かしたいといいます。

栃木地区
荒川昭夫さん
　　晴江さんご夫妻

しもつけ₇
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Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
「
菜
の
花
会
」
は
５
月
８
日
、

栃
木
地
区
の
大
宮
公
民
館
で
イ
チ

ゴ
の
ジ
ャ
ム
づ
く
り
を
行
い
ま
し

た
。
毎
年
会
員
か
ら
好
評
を
得
て

い
る
人
気
企
画
。
会
員
９
人
が
参

加
し
、
今
回
も
会
員
同
士
親
睦
を

深
め
な
が
ら
、
楽
し
く
ジ
ャ
ム
づ

く
り
に
励
み
ま
し
た
。
な
お
、
Ｊ

Ａ
共
済
「
地
域
貢
献
活
動
」
の
助

成
を
受
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

材
料
の
イ
チ
ゴ
は
、
地
元
栃
木
市

産
の
「
と
ち
お
と
め
」
45
㎏
。
出

来
上
が
っ
た
ジ
ャ
ム
は
、
昼
食
を

兼
ね
て
パ
ン
に
塗
っ
た
り
、
イ
チ

ゴ
牛
乳
に
す
る
な
ど
し
て
味
わ
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
量
が
多
く
て
煮

詰
め
る
の
が
大
変
だ
っ
た
が
、
み

ん
な
で
楽
し
く
美
味
し
い
ジ
ャ
ム

を
作
れ
た
。
ま
た
来
年
も
や
り
た

い
」
と
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

好評のイチゴジャムづくり今年も
ＪＡしもつけフレッシュミズ「菜の花会」

　

４
月
に
、
Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
が
管
内
の
壬
生
町
と
栃
木
市
に

あ
る
全
小
学
校
の
新
一
年
生
に
贈
っ
た
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト

が
給
食
の
時
間
を
よ
り
明
る
く
、
楽
し
く
す
る
こ
と
に
一
役

買
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

栃
木
市
立
栃
木
第
四
小
学
校
で
は
４
月
23
日
、
１
年
生
児

童
24
人
が
そ
ろ
い
の
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を
机
に
敷
き
、
給

食
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
献
立
は
、
焼
肉
丼
、
即
席
漬
け
、
ト
マ
ト
と
た

ま
ご
の
ス
ー
プ
、
牛
乳
の
４
品
で
、
こ
の
う
ち
米
と
ス
ー
プ

に
使
用
す
る
ト
マ
ト
は
栃
木
市
産
、
焼
肉
丼
に
使
用
す
る
豚

肉
と
牛
乳
は
栃
木
県
産
の
も
の
を
使
用
し
ま
し
た
。

　

学
級
担
任
の
号
令
に
よ
り
、
給
食
の
時
間
が
始
ま
る
と
、

児
童
ら
は
、
給
食
を
頬
張
り
、
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
と
も
に
美

味
し
く
給
食
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
校
１
年
１
組
の
芝
間
基
さ
ん
（
６
）
は
「
ク
ラ
ス
の
み

ん
な
と
お
そ
ろ
い
の
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を
敷
い
て
、
お
い
し

い
給
食
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
て
、
楽
し
か
っ
た
」
と
笑
顔

を
見
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
級
担
任
の
荒
井
海
美
先
生
は
「
児
童
た
ち
が
、

毎
日
の
給
食
を
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
仲
良
く
、
楽
し
く
食
べ

て
い
る
の
を
見
て
、
私
も
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
い

る
」
と
し
た
う
え
で
「
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を
使
う
こ
と
で
、

食
べ
る
こ
と
や
地
域
の
農
業
の
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
れ
ば
」
と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

ＪＡ管内すべての小学校の新１年生に贈呈の
「よい食ランチョンマット」を使っておいしく・楽しい給食時間

栃木市立栃木第四小学校

そろいの「よい食ランチョンマット」を
敷いて給食を味わう児童

鍋でイチゴジャムを煮詰める会員ら

　

家
畜
の
御
霊
を
供
養
す
る
た
め
、
Ｊ

Ａ
し
も
つ
け
肉
牛
部
会
は
４
月
24
日
、

栃
木
地
区
の
藤
田
倉
庫
で
第
９
回
獣
魂

慰
霊
祭
を
開
き
ま
し
た
。
部
会
員
、
Ｊ

Ａ
職
員
ら
22
人
が
出
席
。
同
倉
庫
敷
地

内
に
建
つ
獣
魂
慰
霊
碑
前
に
祭
壇
を
設

け
、
神
職
が
神
事
を
執
り
行
い
、
参
加

者
全
員
が
玉
串
を
供
え
ま
し
た
。

　

同
部
会
で
は
、
家
畜
の
生
命
を
も
ら

う
生
業
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
生
命
に

対
す
る
畏
敬
と
鎮
魂
を
目
的
に
、
毎
年

慰
霊
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

舟
田
康
弘
部
会
長
は
「
育
て
上
げ
た

牛
へ
の
供
養
の
気
持
ち
を
も
っ
て
、
改

め
て
命
の
尊
さ
を
再
確
認
し
て
式
典
に

臨
む
こ
と
が
で
き
た
」
と
し
た
上
で
「
牛

に
魂
や
愛
情
を
込
め
て
育
て
上
げ
、
今

後
も
良
質
な
肉
牛
生
産
に
努
め
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

第９回獣魂慰霊祭を開催 ＪＡしもつけ肉牛部会

神事に臨む参加者
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Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
女
性
会
は
４
月
19
日
、
栃
木
市
の

「
県
立
み
か
も
山
公
園
」
で
春
の
全
体
ハ
イ
キ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た
。
各
地
区
か
ら
会
員
１
２
３
人
が
参
加
。

春
の
暖
か
な
陽
気
に
包
ま
れ
る
中
、
新
緑
を
愛
で
な
が

ら
仲
間
と
と
も
に
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。
な
お
、
こ

の
活
動
は
、
Ｊ
Ａ
共
済
の
「
地
域
貢
献
活
動
」
の
助
成

を
受
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

出
発
に
先
立
っ
て
の
あ
い
さ
つ
で
、
荒
川
君
代
会
長

が
「
晴
天
に
恵
ま
れ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
と
な
っ
た
。

気
温
が
高
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
熱
中
症
対

策
を
す
る
と
と
も
に
ケ
ガ
の
な
い
よ
う
楽
し
ん
で
ほ
し

い
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

会
員
ら
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
で
準
備
運
動
し
た
後
に

出
発
し
、
新
緑
の
山
の
景
色
を
約
１
㎞
楽
し
み
、
仲
間

と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
隣
接
す
る
「
と
ち

ぎ
花
セ
ン
タ
ー
」
で
、
見
頃
を
迎
え
た
「
ヒ
ス
イ
カ
ズ

ラ
」
を
は
じ
め
と
す
る
花
を
観
賞
。
ゴ
ー
ル
後
は
、
参

加
賞
を
受
け
取
っ
た
後
、
昼
食
を
と
り
解
散
と
な
り
ま

し
た
。

　

営
農
経
済
部
営
農
企
画
課
の
田
村
江
子
係
長
は
「
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
通
じ
て
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
維
持

に
つ
な
げ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

青空の下でハイキングを満喫 ＪＡしもつけ女性会

みかも山公園内で散策を楽しむ参加者

　

壬
生
町
立
壬
生
北
小
学
校
の
５
年
生
児
童

11
人
が
、
５
月
９
日
同
校
で
「
バ
ケ
ツ
苗
植

え
体
験
学
習
」
に
臨
み
ま
し
た
。「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
の
一
環
で
、
今
回
が
初
の
試

み
で
す
。
当
Ｊ
Ａ
営
農
経
済
部
営
農
振
興
課

の
渡
辺
宏
一
営
農
指
導
員
を
講
師
に
迎
え
、

稲
作
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

今
回
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
企
画
・
販
売
す

る
「
バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り
セ
ッ
ト
」
を
使
用
し

ま
し
た
。
ま
ず
、土
が
入
っ
た
バ
ケ
ツ
に
肥
料
、

水
を
加
え
て
、
ス
コ
ッ
プ
や
手
で
混
ぜ
、「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」
の
苗
を
２
～
３
本
ず
つ
手
に
取

り
、
３
株
を
植
え
付
け
ま
し
た
。

　

作
業
後
の
質
疑
応
答
で
は
「
米
を
育
て
る

上
で
大
切
な
こ
と
は
な
ん
で
す
か
」
や
「
苗

が
病
気
に
か
か
っ
た
際
の
対
処
法
は
あ
あ
り

ま
す
か
」「
苗
を
守
る
た
め
の
鳥
よ
け
ネ
ッ

ト
は
ど
の
よ
う
に
設
置
し
た
ら
い
い
で
す
か
」

な
ど
の
質
問
が
相
次
ぎ
、
講
師
が
各
質
問
に

対
し
て
丁
寧
に
回
答
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
収
穫
は
９
月
頃
に
行
い
、
家
庭
科

の「
調
理
実
習
」で
米
炊
き
を
す
る
予
定
で
す
。

壬生北小学校５年生児童が「バケツ稲」づくりに挑戦

バケツに苗植えをする児童

　

Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
年
金
友
の
会
は
５
月

10
日
、
ア
プ
ロ
ニ
ー
で
総
会
を
開
き
ま

し
た
。
役
員
21
人
、
農
林
中
央
金
庫
職

員
１
人
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
14
人
が
出
席
し
、

３
議
案
を
慎
重
審
議
し
、
す
べ
て
承
認

し
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
２
０
２
３
年
度
活
動
報

告
、
２
０
２
４
年
度
事
業
計
画
を
承
認

し
ま
し
た
。
特
に
、
今
年
度
の
事
業
計

画
で
は
、
活
動
の
拡
充
を
図
る
た
め
、

昨
年
度
同
様
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
や
親
睦
旅
行
を
行
う
と
と
も

に
、
会
員
個
々
の
呼
び
掛
け
に
よ
る
会

員
の
拡
大
促
進
を
図
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

斉
藤
昌
已
会
長
は
「
健
康
で
長
生
き

す
る
こ
と
で
Ｊ
Ａ
に
貢
献
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
年
金
友
の
会
の
活
動
で
会
員

同
士
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
楽
し
み
」

と
し
た
上
で
「
今
後
も
年
金
友
の
会
が

ま
す
ま
す
発
展
す
る
よ
う
に
活
動
し
て

い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し

た
。

今年度も意欲的な活動を
ＪＡしもつけ年金友の会が総会

会に先立ちあいさつに立つ斉藤昌已会長



【
渋
柿
栃
木
支
部
】

母
の
日
や
天
然
の
美
の
唄
を
聴
き

大
若
の
勇
み
立
ち
た
る
祭
り
か
な

合
切
袋
の
は
は
の
来
そ
う
な
穂
麦
畑

代
掻
の
水
を
ま
た
る
る
改
良
田

諸
葛
采
花
の
さ
か
り
の
昌
宏
忌

諸
葛
菜
恩
師
屋
敷
の
庭
に
咲
く

行
く
春
や
偲
ぶ
は
黄
泉
の
人
ば
か
り

ナ
ン
プ
レ
の
汗
を
か
き
け
り
白
寿
ま
で

ド
ロ
ー
ン
君
探
し
て
お
く
れ
諸
葛
菜

閉
店
の
河
岸
の
魚
屋
や
春
惜
し
む

青
葉
潮
満
つ
海
峡
や
学
徒
の
碑

【
大
杉
句
会
】

豪
農
の
堀
の
よ
ど
み
や
花
菖
蒲

見
は
る
か
す
紫
の
波
花
昌
蒲

わ
が
指
の
草
引
く
力
夕
薄
暑

武
者
人
形
覗
ぞ
き
て
姉
妹
走
る
音

昌
蒲
園
わ
が
顔
ま
ぶ
し
花
の
群

【
三
杉
句
会
】

師
の
好
む
著
莪
の
花
咲
く
満
願
寺

ぼ
う
た
ん
の
八
重
の
量
感
切
る
朝

軒
飾
る
菖
蒲
は
遠
く
な
り
に
け
り

【
う
づ
ま
吟
社
】

豪
農
の
土
蔵
を
こ
ゆ
る
桐
の
花

卯
の
花
や
辛
子
の
き
き
し
一
夜
漬
け

満
中
陰
す
ま
し
て
よ
り
の
新
茶
か
な

薫
風
や
幼
児
も
押
せ
る
乳
母
車

母
の
日
や
一
枚
の
み
の
笑
む
写
真

母
の
日
の
リ
ボ
ン
を
と
っ
て
お
く
小
箱

採
っ
て
ゆ
け
と
摘
み
放
題
の
莢
豌
豆

護
符
た
て
て
隅
の
捕
植
や
植
田
風

御
朱
印
の
野
寺
山
寺
鈴
す
ず
し

霧
雨
（
き
り
さ
め
）
に
彼
待
つ
ピ
ン
ク
の
傘
一
つ

今
日
も
雨
エ
ア
コ
ン
除
湿
フ
ル
稼
働

捥
い
だ
梅
送
ら
れ
梅
酒
か
梅
干
し
か

久
方
の
小
学
校
の
ク
ラ
ス
会
恩
師
囲
み
て
喜
寿
の

祝
宴

目
が
会
へ
ば
何
処
か
ら
来
た
の
帰
り
は
と
答
へ
る

吾
も
昭
和
三
年
辰

い
つ
ま
で
も
続
く
元
気
と
思
わ
ね
ど
友
と
楽
し
む

今
日
の
卓
球

や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
育
つ
孫
の
顔
そ
っ
と
触
れ
た

い
抱
き
し
め
て
み
る

朝
ま
だ
き
小
鳥
背
を
押
す
心
地
よ
き
迷
わ
ず
焦
ら

ず
喜
び
に
満
ち

陽性と陰性の梅雨

　万物は陰と陽でできているという「陰陽説」という考え方があります。陰は静的で消極的で、陽は
動的で活発なイメージです。
　梅雨にも、陰性の梅雨と陽性の梅雨があります。陰性の梅雨は、しとしととした雨がだらだらと降
り続くもので、関東や東北の太平洋側に多い降り方です。一方で、陽性の梅雨は、ザーザーと激しい
雨が何日か降り続き、その後何日か梅雨の中休みで晴れ間が広がるようなめりはりのある降り方です。
西日本では、このタイプの梅雨が多くなります。
　ところが、近年はしとしとタイプの梅雨があまり現れず、関東でも陽性の梅雨になることが増えて
きています。その分、梅雨の期間に晴れ間が出ることも多くなりますが、大雷雨になったり、大雨による災害が起
こりやすくなったりします。暖かい湿った空気が流れ込みやすくなったことが原因です。これも地球温暖化の影響
の一つといえそうです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　気象予報士●檜山　靖洋

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
投
稿
は
各
支
店
ま
た
は

本
店
総
務
課
ま
で
ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

締
め
切
り
は
毎
月
８
日
、
一
人
一
首
（
句
）
で

お
願
い
し
ま
す
。

作
品
は
楷
書
で
丁
寧
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

関
口
了
平

大
出
義
子

田
中
政
子

熊
倉
敬
枝

川
俣
ミ
チ
子

関
塚
ト
ヨ
子

館
野
み
さ
ほ

下
村
孝
一

藤
沼
と
し
子

渡
邉
き
よ
し

岩
瀬
と
き
子

知
久
新
一

福
田
千
代

高
橋
み
ち
子

森
下
稲
子

佐
藤
榮
江

大
橋
正
義

岩
瀬
と
き
子

熊
倉
敬
枝

黒
川
弘
賢

大
出
義
子

長
澤
俊
幸

太
島
秀
子

大
関
由
起
江

高
橋
み
ち
子

島
田
和
子

村
田
ゆ
き

岩
瀬
と
き
子

上
岡
隆
三
（
藤
岡
）

黒
須
笑
夢
（
大
平
）

栃
木
真
間
事
（
岩
舟
）

泉
　
幸
代
（
栃
木
）

毛
塚
　
雪
（
都
賀
）

木
村
陽
子
（
岩
舟
）

木
野
内
キ
ヨ
子
（
壬
生
）

石
川
ト
ク
（
藤
岡
）

しもつけ ₁₀
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父の日フェア
３倍

福島の郷土料理「いか人参」レ
ンチンしてカラッと揚げた「人
参から揚げ」など、おつまみに
最適♪

人参

胡麻和えだけじゃもったいない
‼マスタードや粉チーズなど洋
風の味付けにもGOOD♪

さやいんげん

多くの品種が出回っており、品
種によって食べ方様々♪今年は
貴方の“推しナス”みつけてみ
ては？

ナス

直売所 食 ニュース
じめじめ梅雨は

シャッキリ玉ねぎでさっぱり♪

ポイント3倍デーポイント3倍デーポイント3倍デー
6月 ８日（土）・12日（水）
　　22日（土）・２6日（水）

ポチカ　ポチカ　ポチカ　
５月の　５月の　５月の　

お父さんいつもありがとう‼ 6月15日土
16日日 の

２日間ポチカポイント期間中

≪開催店舗≫　栃木　よっとこれ　都賀　生出宿　壬生　いなばの郷　大平　愛菜果
※ 取扱い商品は店舗によって異なる場合があり、人気商品のため商品によっては、売り切れてしまう
場合がございます。

店長おススメ　店長おススメ‼ポン酢玉ねぎ‼
　玉ねぎの辛みはお酢にも溶けやすいです♪スライスしてポン酢に５分ほど漬けるだけで酸味さわやかなポン酢玉ねぎがで
きちゃいます♪お好みで刻みネギやミョウガ、大葉のみじん切りを入れるとよりおいしくなります♪
　もちろんそのまま食べたりドレッシング替わりでもおいしいですが、カツオやマグロなどお刺身の醤油代わりにも最適‼
さらにハンバーグやローストビーフにも合う、まさに“さっぱり万能めちゃうまソース”になります‼

雨が多くてじめじめしたこの季節は
さっぱりスライス玉ねぎ‼
今回は辛み抜きの方法を３つ、そし
ておいしい玉ねぎソースをご紹介♪

①　水に５～１０分さらす　玉ねぎの辛み成分は水溶性♪さらす時間が長いほど辛みは抜けますのでお好みの時間を見つけてください♪

②　塩もみ　　　　　　　　 塩味も加わり、より辛みを感じにくくなります♪キュウリや人参と一緒に揉み、仕上げに鰹節を散らせば見
た目鮮やかな箸休めに♪

③　１～２分レンチン　　　 最速辛み抜き‼レンチン後は水ですすぎ、水気をとるだけの時短テクニック♪熱を加えているのでシャキ
シャキ感は少ないですが、辛みは一番抜けるのでお子さんにもGOOD‼

その他お得商品やイベントが目白押し‼ぜひお越しください‼

“皆様のおかげで１６周年‼感謝の気持ちを込めて”

愛菜果、１６周年セール‼
【７月６日（土）・７日（日）】

・年に一度‼ポチカポイントなんと５倍‼

・自慢の地場野菜大放出‼“超”お得な詰め放題イベント‼

その他お得商品やイベントが目白押し‼ぜひお越しください‼

お父さんいつもありがとうお父さんいつもありがとう

おすすめ商品

濃厚でトロ～リとろける甘さ‼
特別な日に大切な人とお召し上
がりください♪

メロン



あなたの「力」をあなたの「地域」で発揮しませんか

令和7年度 ＪＡしもつけ職員募集要領

ＪＡしもつけでは令和7年度採用職員を募集中です
JAしもつけでは、下記のとおり令和7年度採用の新入職員を募集します。まずはお気軽にお問い合わせください。

１．採用予定人数

　・大学・短大・専門学校卒業見込者または卒業者…15名程度
　・高校卒業見込者または卒業者…5名
　・社会人経験者…若干名

２．応募資格

　・大学・短大・専門学校・高校卒業見込者または卒業者
　　及び社会人経験者
　・平成元年(1989)年4月2日以降に生まれた者
　・ＪＡしもつけ管内またはその近郊に居住の者（居住予定者可）

３．採用試験の内容

（１）筆記試験
　　○大学・短大・専門学校卒・社会人
　　　オンライン試験（CUBIC）
　　○高校卒
　　　適性検査SPI
（２）面接試験
　　　筆記試験の合格者に対して面接試験を行う。
　　　（一次（Web）・二次（対面））
　　　なお、高校卒については筆記試験に引き続き個人面接　　
　　 （対面）を実施し、総合的に判断します。

４．筆記試験日時

　　○大学・短大・専門学校卒・社会人
　　　願書受付期間終了後、書類選考通過者は２週間程度
　　　以内にWebにて行う
　　○高校卒
　　　令和6年9月20日（金）午前 9時00分から

５．筆記試験会場（予定）

　　○大学・短大・専門学校卒、社会人
　　　Web会場
　　○高校卒
　　　ＪＡしもつけ本店　栃木市片柳町２－１－44
　　

６．出願手続

（１）提出書類
　　○大学・短大・専門学校卒、高校卒業者
　　　履歴書・エントリーシート…１通
　　　（ＨＰよりダウンロードして下さい）
　　　成績証明書、卒業証明書または卒業見込証明書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 … 各１通
　　（成績証明書、卒業証明書または卒業見込証明書は二次面接時に持参して下さい）

　　○社会人経験者
　　　履歴書・エントリーシート…１通
　　　（ＨＰよりダウンロードして下さい）
　　　卒業証明書 … １通
　　　（卒業証明書は二次面接時に持参して下さい）
　　○高校卒業見込者
　　　履歴書、調査書…各１通（いずれも全国統一応募用紙とする）
　　　写真…１枚（履歴書に貼付）

＜応募者共通事項＞

　①写真…１枚（高校卒業見込者は必ず履歴書に貼付すること）

　　最近3ヵ月以内に撮影したもので、大きさは縦4cm横
3cmとする。裏面には必ず撮影年月日、氏名を記載
すること。

　②現住所と帰省先が別の場合は、電話番号を含めて両方
を履歴書に記入すること。

　③受付後の書類は返却しない。
　④大学・短大・専門学校卒、高校卒業者、社会人が提出

する履歴書・エントリーシートは当組合のオリジナル
様式となっております。HPに掲載している「◆書類
選考について」の記入例を参考にご記入ください。

（２）願書受付期間
　○大学・短大・専門学校卒、社会人

マイナビとリクナビ上で定期的に説明会を実施して　
います。説明会参加者に対して、願書を受付していま
すので、ぜひご参加ください。

　○高校卒
　　令和6年 ９ 月 5 日（木）～令和6年 ９ 月 9 日（月）必着
（３）願書提出先
　○大学・短大・専門学校卒、社会人
　　当組合のLINE公式アカウントにご登録後、リッチメ　
　　ニューの「書類提出」記載のメールアドレスよりご提
　　出、もしくは郵送または持参して下さい。
　○高校卒

〒328-0053　栃木県栃木市片柳町2丁目1番44号
ＪＡしもつけ　企画総務部人事課
☎ 0282(24)1181
※ 郵送または持参して下さい。

７．試験案内通知

　書類選考を通過した応募者に筆記試験の案内通知を送付する。
　なお、高校卒業見込者の場合は、学校長へ連絡する。

８．採用条件

（１）採用時期　令和７年 4月 1日
（２）身　　分　職員（ただし、3ヵ月間は試用期間とする）

９．待　　遇
（１）初任給（※）  （大学卒） 月給 190,000円（見込み）
 （短大・専門卒）月給 177,000円（見込み）
 （高校卒） 月給 165,000円（見込み）
　　※初任給については、本人の学歴及び民間企業等の勤務経験年数に応じて、

初任給の加算及び昇格年数の短縮の措置があり、当ＪＡの基準により決定　
　　　されます。
（２）賞　与  年３回 （令和４(2022)年度実績）
（３）昇　給  年１回
（４）福利厚生等 健康保険・雇用保険・労災保険・
  厚生年金加入

10．就労時間および休日

（１）就業時間 午前８時30分～午後５時00分まで
（２）休　　日 土日・祝日・年末年始
（３）休　　暇 年次有給休暇　１年目10日間
　　　 特別休暇　夏期５日間、年末年始２日間、
 その他
（４）勤務形態 配属される部署・業務により異なる。  
 （変形労働時間制等）

11．勤務場所

　　栃木市（西方町除く）、壬生町管内の事業所

　採用情報は、ＪＡしもつけＨＰにも掲載しておりますので、そちらをご確認ください。

しもつけ ₁₂



※予約が必要な場合がありますので事前に
　各支店にご連絡の上お越しください

年金についての疑問・質問に、専門の社会保険労務士が
無料でご相談をお受けします。

令和６年６月23日（日）
栃木市藤岡町赤麻1740
℡（62）4333
令和６年６月30日（日）
栃木市大宮町1420-1
℡（27）2525
令和６年７月７日（日）
栃木市大平町西野田1-6
℡（43）2344
９:00～ 15:00

藤 岡 支 店

栃木東支店

大 平 支 店

マイホームの新築・購入、リフォーム、他金融機
関からの住宅ローンのお借換などご相談承り
ます！マイカー、教育資金のご相談も承りま
す！！お取引はこれからというお客様もお気軽
にご相談ください

アプロニー2階
ローン相談コーナー

栃木市河合町3－26

お問合せ：0282-24-1084

9：00～16：009：00～16：00

日時および会場

休日ローン相談会
のご案内

休日ローン相談会
のご案内

毎月第４日曜日毎月第４日曜日

JA全農とちぎ
JAしもつけ広域農機センター
TEL 0282-29-7033

しもつけ₁₃



６月

第２回 理事会報告

日　時：令和６年４月２６日（金）
　　　　午後１時３０分より
場　所：アプロニー５階　エメラルドホール

⑴３月末実績検討について

⑵ 令和６年度みのり監査法人監査報酬額に
ついて

⑶総代会議案書について

⑷役員改選に伴う事務引継について 

⑸ 令和６年産米の生産・集荷・販売方針に
ついて

⑹業務規程の一部改正について

⑺不良債権の処理方針について

⑻共済規程の一部改正について

⑼その他 栃木支局　0282-22-1068

しもつけ ₁4



「読者からのお便り」「まちがい探し (クロスワードパズル )」へのご参加お待ちしています

　お便りをいただいた方に抽選でステキな商品を差し上げます。ハガキ・封書での
郵送、ファックス、Ｅメール、あるいはＪＡ職員にお渡しください。締切は毎月２０
日（２０日が土・日・祝日の場合は、その次の営業日）必着。なお、感想やコメントは
『読者からのお便り』に使用する場合がありますので、ご了承の上ご応募ください。

【あて先】
〒328-0053　栃木市片柳町 2-1-44
　　　　　　　 ＪＡしもつけ総務課　広報係
【ＦＡＸ】0282(24)7882
【Ｅ -メール】hp-info@ja-shimotsuke.or.jp
①「おたのしみコーナー」の答え
② 「読者のお便り」へのコメントや広報誌の感想、
最近思う事
③ 郵便番号、住所、氏名 (ふりがな )、年齢、電話
番号をお忘れなく

５月号の当選者はこちらの方です。おめでとうございます。
　　　　　　　　　鈴木　良子さん(栃木)
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パズル？ 頭の体操
二重マスの文字をA～Dの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

出題●ニコリ

②…煙突から煙が出ている　　③…帽子の形が違う　　⑤…釘が出ていない
⑧…ズボンにラインが入っている　　⑩…羊の目が違う

５月号
まちがい探しの答え

月月
今 月 の 　 　 っ ！ 楽 し み今 月 の 　 　 っ ！ 楽 し みお
　このコーナーでは、地域で活躍する皆さんの紹介や大好評「クイズコーナー」、広報誌
の編集担当者がチラッと語らせてもらう編集後記をお送りいたします。
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　今年も梅雨の時期を迎えました。梅雨が明けても、連日の猛暑が予想されます。いずれにしても、体にこたえる気候が続きますが、いずれに
しても何事にも明るく前向きに取り組んでいきましょう。皆さまもご自愛いただきながら、蒸し暑い季節を乗り切りましょう。（編集担当T）

編集
後記

令和６年６月１日発行No.302
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